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x = x(t), y = y(t) において, x(t) は狭義単調とすると, y は x の関数と考えられる. このとき, x(t), y(t) が

微分可能で, x′(t) 6= 0 ならば, y は x の関数として微分可能で
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何故ならば,

t = x−1(x) より y = y(x−1(t)). これに, 合成関数と逆関数の微分公式を適用すると,
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(狭義単調とは狭義単調増加または狭義単調減少のことであり, 狭義単調ならば, 1 対 1 であるから逆関数も存

在して, これも狭義単調となる.)

更に, dx/dt 6= 0 のとき,
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とおくと,
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